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はじめに

九州大学医学部熱帯医学研究会の活動は，今年で１３年目を迎え童した。

今回の活動内容で画期的な事は，バングラディッシュのダッカコレラ研究所へ

指導教官１名，学生２名を派遣できた事です。いつの日か，遠く海外で活動を行

ないたいとⅢ頃より考えていた我女でしたが，その第１歩をJ:うや<踏み出した

と云えるでしょう。該地での歓迎ぶりは相当なもので，医療ばかりでなく，バン

グラディシュがかかえている多くの問題の解決にあたり，日本への期待がいかに

大きいかを知る事ができました。我女としては，将来の日本の医学者としての責

任の重大さを感じざるを得童せんでした。

又，国内でのｆｉｅｌｄｗｏｒｋの一環として，対馬でウェステルマン肺吸虫の調査

を行ない，データを整理し，掲戦する事ができました。

今回は部員数が少<，活動に踏み出す寵での段階で多少の困難はありましたが，

関係者の方女の暖かいお力添えのおかげで，無事，計画を終える事ができました。

調査団派過に際し，一方ならぬ御支媛，御協力を賜りました学内外の関係者

各位に厚く御礼申し上げ交す。
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第１３回学術調査団主旨

九州大学医学部熱帯医学研究会は，１９６５年発足以来，熱帯医学研究の為，

海外への調張団派遣，各国との学術交流を続けてまいりました。学内外の御指導

と御援助のもとに第１３回学術調盃剛を派遣する事ができ寵した。

活動内容

１）バングラディシュのダッカコレラ研究所

（略称ＣＲＬ）への研修生派遣

２）対馬における寄生虫学的調査

３）奄美大島での瀬，フィラリア症の研修

団員職成

Ｄａｃｃａ班

指導霜烏湖一（医療短大部助教授）

学生松田和久（Ｍ１）

高松純（Ｍ１）

対馬班

指導波部重久（福大寄生虫学教室）

学生山野龍文（Ｍ２）

奄美大鳥班

学生松尾圭介（Ｍ３）

山野龍文（Ｍ２）

鷲尾昌一（Ｍ恩）



バングラデシュ派遣団

1． 趣旨

九州大単医‘学部熱Hf医学研究会は，Dacca

のコレラ研究所〔CholcraResearchLabora-

tory:CRLと称す）で研修を行なったが，そ

の目的は以下の伽にした。

１）日本で兄ることの少なくなった感染症

及び熱帯特有の疾病について見学，実習を行

なう。

２）Devclopingcountryと言われるＢａｎ－

gladGshの際縦体制を視察する。

３）Banglndeshの卿ili，その他医縦関係

者と交流し親睦を深める。

２柵成

団長霜鳥湖一九大医療短大部助教授

団員間松純九大医学部４年

，松、 和久〃

3．後援

ｌ）Ｄ１８ＷＵ‘MoSlcy

DjrectorofClloleraResearcｈＬａｂｏ

ｒａｔｏｒｙ

２）Ｄｒ．Ｋ･ＭＳＬＡｚｉｚ

ＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃＤｉｒｅｃｔｏｒｏｆＣＲＬ

３）Ｄｌ:WHlGreenough

Seientificl)iｒｅｃｔｏｒｏｆＣＲＬ

４）福永利彦

VirusRcs“rchlI1stitute，Ｄｅｐｔｏｆ

MedicalSciences，MinistryoIPublic

Health〔Thailand）

５）財団法人日本国際医服団

６）尾前照雄九大第２内科教授・熱帯医

学研究会会長

７）武谷健二九大学長・細僻学教授

８）神中寛防衛医大細菌学鑓受

９）九州大学医学部同窓会

’０）九州大学医学部熱帯医学研究会

‘1．行動記録

８月１７「I（木）

９：３５福岡空港発

１７：２０Bilngkok聯

８月１８日（金）

１１：１０Bangkok発

１２：２０Dacca‘好

１３：４０ＣＲＬのOriGntationを，Ｍｒ、

１．Ｈｕｑについて行なう。

１５：５０所長のＤｒ･Mbsley以下，Ｄｒ・G

reenough，Ｄｒ,Ａｚｉｚ,Ｍｒ，Ｈｕｑそれに我々

３名とでミーティング，研修予定の発麦が

ある。

８月１９日（土）

８：３０宿舎のＧｕｅｓＬｈ()llsGを111発，ru-

ralfieldのM2ltlabへ向かう､車で１時間

半，モーターボートで１時１１)と粟り継ぐ。

－３－
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１１：２０Mmtlab譜。コレラ病院と洲在

部INIの説明

１２：l5GovernmentHospitalへ行き，

Bangladeshの医班術造について所長のＤｒ，

４１.TaraIdar‘”説明をうける。

１６：２０Matlabへもどり下痢患者の診察

を行なう。

１７：００終了

８月２０日(日）

９：００下痢患者の診察。点滴の練習も

行なう。

１１：００

１１：４０日Wi1は，MarketｄａｙなのでMilt

labの市協を見物に行く。

ルl：O5iVhLlab発

１６：‘i5DaccaのGuesthouse着

８月２１日(月）

８：３０Ｄｒ・ＩｓｌａｍとＤｒ・EUSoIについ

１て患者の診察ｂ適宜，点滴や採

１２：３０血の練習も行なう。

１４：００Ｍ厘．Ｈｕｑについて，微生物学

１実習を行なう。

種の菌のSerotype，Ｂｉｏｔｙｐｅ－

は一応決進出来た。

１１：３０Animflll1ouseにてＳＥＲＥＮＩ

ＴＥＳＳを見学する。

１４：１５日本大使館へ挨拶

８月２４日(木）

１０：１ODaccmUniverSityへ行く。

InstituteoINutvitionScienceの生化

学，微生物学教室を見学も

’２：’０１．ＲＧＭ＆Ｒ（卒後研修

を行なう研究所）を凡学。ＰｒｏｆＮ，Islam

について回診。

１３：４０ＣＲＬへ

１４：４０ToxinasSmy（cholera）の実

験を見学（～１５：３０主で）

ユ８：３０Ｄｒ・Ａｚｉｚ宅にてParty

２０：４５Guesthouscへ

8ﾉ］251.1(金ウ

９：OOShishuHospital(子供病院）

見学。Pro〔．Ｍ、Ｒ･Ｋｌ,ａｎから九大で

の小児科医は，どん加カリキュラムをこな

しているか詳しく連絡してくれと頼まれる。

１６：００・１１：OO1nfectiousDiseaseHospital

8月２２口(火）で所長にtetanus病棟，diphteria病棟な

２ １ １１に同じどを案内してもらう。

８月２３日(ZlO１２：３０ＣＲＬの所長Ｄｒ・Mosley宅で

８：３０Ｍr・Huqについて礎E物学実習昼食を呼ばれる。

を行歳い，２１日に与えられた1０１４：３o我々とＣＲＬの、r,述のGroup

－４－
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Discussion

l6：Ｏ０ＣＲＬでの11腿を終了する

１６：１０記念倣影

１８：３０Ｍr・Huq宅でParty

２１：o0Gucsthouscへ。就寝前に無事

日程を終了したことに持ってきたWhiskey

で乾杯をする。３０分程我々 だけで今回の研

修についてのdiSCusSionを行なう。

８月２６日Ｅｂ

１０：１５DI1cca市内でshopping

ユ２：１５Guesthouseへ

１５：００countrysideへｄｒｉｖｉｎｇ

ｌ

ｌ８：１０

１９：３O九大へ冊学生として来ている

BangladeshのNmbiさんの兄夫婦と共に

ChineSerestnurnntで食事をする。

２１：O0Guestl1ouseへ

８月２７日(日）

１５：０５予定より３時間もおくれてＤａ－

ｃｃａ空港発。

１８：５０BKingkok聯

２０：ＯＯＮａｒａｉｈｏｔｅｌへ

８月２８ＨＯ１）

８：３o阪大微研よりタイへこられてい

る福永先生がhotelへ来てくれる。

９：１０国立ウイルス研究所へ。研究所

の中を見学する。

１４：３０

１５：ＯＯｈｏｔｅｌへ

１８：３o福永先生と食事を一緒する。話

力Kはず象深夜までタイのことや研究内容に

ついて教えてもらった。

８月２９日㈹

９：３O福永先生の秘響に案内してもら

って観光，shoppingをする。

１６：１０

１９：３oタイ古典#鵬踊を見物

８月301.1CjO

９：１０予定より２時間遅れでBnngkok

発。そのため香港での乗りかえがあわただ

しくなった｡

１９：４０福岡空港着

－５－
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ダッカのコレラ研究所を訪ねて

今年の８月１７日～８月２９円にかけて,熱帯

医学研究会のメンバー２人と共にバングラデ

シュのダッカにあるCholcraResearchLabo-

ratory（ＣＲＬ）及び，タイの公衆術生省ウ

イルス研究所を訪ねる機会を得た。今ロの研

修旅行のしめくくりとして，川苑飛での経過

とＣＲＬの活動についての見聞，並びに私の

感想を少し述べることにする。

1．ダッカへの出発まで

今さら改めて申すまでもなくｊＣＲＬは特に

コレラを白めた感染下痢症のIield,､DrkI,ごつ

.､て，すぐれた研究業績とそのエネルギッシ

ュな活動で以前からよく知られている。従っ

て，今回，メンバーの派遣にこのCRLが選ば

れたことば熱帯医学研究会にとっても誠に幸

いであったように思う。もとより私自身，同

rTT兜会のメンバーではないが，武谷教授から

２人のメンバーにお伴してダッカに行くよう

にとの要諦を受けた。これはCRLがコレラを

中心とした研究所であることから，長年コレ

ラ菌と接してきた私を推されたものであろう。

しかし，私は肇床には全く関係がなく無縁で

あることや‘やはり研修となると意思の疎通

が充分でないと困為こともあって，多少ため

らいもあったが，丁度夏休象中で短大での講

稚もないので思い色ってお引さ受けすること

－６－

霜烏溺一

になった。武谷教授から早速われわれ３人の

研修受け入れについて，所長のＤｒ・MoSley

あてに打診した｡これが６月27日であった。

しかし，その後なかなか先方からの受け入れ

ＯＫの返4Ｉがとどかず，８月10日を出発予定

にしていあだけに戸惑った。後でわかったこ

とだが，パングラデデシユと日本との間の郵

便の往復には１ケ月近くを要するのである。

幸いにも，武谷教授と私は，本年４月にＣＲＬ

学術部長のＤｚ.Ａ通ｉｚが九大厳生物学教室を

訪れた際に，われわれのこの計画を伝え，慰

んでお引き受けしたい」との内諾は得ていた

ので，よもや拒否されることはあるまいと考

えていた。しかし，８月に入っても依然とし

て返醜は届かなかった。もはや最初の出発予

定の８ﾉ｣1OFIは狐務手統さの点からも延期せ

ざるを得なくなった。私は，ＣＲＬからの受

椛を待たずして７ﾉ12811速達便で〆概ね次の

ような内容の手紙をＤｒ･MbsleyとDrbAziz

に宛て送った。私と２人の熱帯医学研究会の

医学生は，ＣＲＬにおいて，コレラを含めた

下痢疾忠やその他熱帯病について，細菌学的

臨床的診断，およびその治療についてのトレ

ーニングを希望すること』そのトレーニンク・

スケジュールはすべてＣＲＬ側におまかせした

いこと。そして，われわれのダッカ到糾が８



月18日に延期することなどを伝えた。８月８

１１になって側前の思いで待っていた受け入れ

承諾の手紙が届いた。このように，わが岡と

バングラデシュ間の郵便事情の緩慢は，ＣＲＬ

側に大変な御迷感をかける結果となり，甚だ

』心苦しく感じた。今後は少なくとも３ケ月以

上の余裕なもって単附した方が良いであろう｡

この様な双方の辿絡のすれちがいは，先に出

しておいた私の予定変更の手紙とそれに対す

るCRLからの承紹の砥報を受け取ってようや

く終止符が打たれたのである。

一方，タイのウイルス研究所との間の覗柄は

スムーズに巡び，綿永利彦先生〔阪大微研か

らの派遣研究員）からは早くから私たちの歓

迎案内状が届けられていた。とにかく，福岡

空港で飛行機に乗り込んでホッとしたという

のが私の偽らざる心境であった。

２ＣＲＬについて

バングラデシュの国勢，民族性，風俗習慣

などについての見聞や感想，それにＣＲＬの

臨床面の活IMI内容に関しては松田，高松両君

におまかせすることにして，私はＣＲＬの磯

柵やLaboriltoryの活肋内容について，その

アウトラインを述べることにしたい。

ＣＲＬは1960年に当時のパキスタン政府と

アメリカ国際卵発問（ＵＳＡＩＤ)との間の合意

にもとずいて０M没され，SEATOの資金援助

の-ドでCl,olQrI1l･…nrch,,roHramが遂行さ

れた｡1960年のバングラ独立戦争のあとも新

たにパﾝゲﾗデｼｭ政府とUSAIDの|AIに，

１９７８年９月までの川眼付さで合意書がとり

かわされた。しかし，１９７５年に，ＳＥＡＴＯ

が解消されぁに伴って，その財政援助は，アメ

メリカが80,残りをバングラデシュ政府，イ

ギリス，オーストラリアおよびカナダなどが

行なっている。このアメリカの賃金援助も前

述のように１９７８年までで打ち切られること

になっている。それ以降のＣＲＬの辿営につ

いては名も，Inter1mLion&llCenteroIDi-

arrhealDiseaSeRGscnrChlCDDRと改め

られ，ＷＨＯを.１１体としたIIjil隙蚕旦会によっ

て運営されると聞いている。わが国にも，財

政援助を求めてさており，私はこの新しい

ＩＣＤＤＲの発展のためにも，寵た今後，わ

が国の研究者がこの川lでトレーニングを受け

たり，野外研究に参加す為ためにも，そして

彼らから期待されているアジアの先進国とし

て威信にかけても決して援助を惜しんでなら

ないことを強狼したいのである。

さて，ダッカのＣＲＬ施股は多くの公衆衛

生の関係機関が巣たった敬地内に，大きた研

究所の建物の％を陣収って慨かれている。

下図に示すような機柵の下で巡営されており，

その施設は研究室，病院，外来処個室，図井

室，データー処理センター，アニマルハウス，

轡flu壷，およびワークシヨップからなってい

－７－
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る。さらに，ＣＲＬは，ダッカの南西４５Km，

のMi1tlal〕ｔ‘１１３，【1（CuI1t‘】．ｙ）に1963縮，ＣＲＬ

支所を附設し，龍た１９７４年からは２番目の

野外研究のための施投がＣｌ,ittagongから南

西に１６０Kmはなれて，関にビルマの国境,東

にベンガル湾に接したTcknafthanaに支

所を開設した。これら両地域での活動はCRL

における研究の亜要なベースとなっており，

下痢症，栄喪問迩および人口問題などについ

て活発な野外洲査研究が行なわれている。

ＣＲＬの主な活勤内容は次の通りである。

1）コレラおよびその他のド痢症の診断と治

縦，２)Matlnbにおける家族計画プロジェク

ト，３）Teknafにおける給水と消毒の問題，

4)Teknafにおける赤痢サーベイランス，

5)家庭用経口液の淵発および試験

われわれは洲柾巾，ＣＲＬ微生物学部門の

Ｍ,．、１．Ｈｕｑ主任から各剛下荊患者の検査法

について詳しく丁蹴な説明を受け‘又実習も

やらせてくれた‘，ＣＲＬの病院に入院してく

る下痢患者からの検査材料は，コレラ菌，

ＮＡＧピブリオ，赤痢菌，サルモネラ菌，病

原性および毒素産生性大腸菌，腸炎ピブリオ』

Rotavirusについての検査が行なかれる。

コレラ1淵の検恋法は，用いている培地も手順

も，われわれのルーチンの方法とほとんど同

様である。コレラ診断血油によるスライド凝

集反応で陽性となった分剛恥iは，さらにＭｕ－

一Ｒ一

ｋｅｒｊｅｅのフアージ1V,Ｖ感受性試験および

Ｐｏｌｙｍｘｙｃｉ１１Ｂ感受性測衡によって，古典

コレラ菌とエルトール型とに雛別している。

分離菌は1973年末１エルトール稲雛型とな

っている。ダッカのＣＲＬ病院でも，われわ

れが２日目に訪れたMatlabの病院でも毎

日多くのコレラ忠者が収容されていた。ピー

ク時には病棟は患者でいつぱいになり，病院

の外庭に作った大さなテント張りの仮病棟に

主で患者であふれ為そうでああ。一方，ＮＡ

Ｇビブリオの検査は下痢患者の便を暗視野で

鏡検し，鮒形態と辿lbMiを観察しながら，こ

れに直後コレラ抗血浦を加えて，その述動が

停止しなければコレラ以外のピブリオとし，

さらに詳細に生化学的な性状などを調べる。

このような方法は簡便法であって，正確なＮ

ＡＧの検迩は別にコレラ噸の検査と平行して

培斐法によっても細くてい為。なお，ＮＡＧ

のｅｎｔｅｒｏｔｏｘｉｎａｓｓａｙは，ウサギの結紫

腸内での腸液の貯留，ＰＦ試験，および

adenolassayなどの方法によって調べ

られている。腸炎ビブリオの検査は下

痢患者のｒｅｃｔａｌｓｗａｂをＤｅｘＬｒｉｎｌＩｃａ－

ｒｔＩｎｆｕｓｉｏｎ－Ａｇａｒ〔ＤＨＩ）やＴＣＢＳ

培地などを川いて分碓し，期繭が必喪な場合

には，ＴｅｌｌｕｒｉＬｃを加えたＢｉｌｅｐｅｐｔｏｎｅ

ｍｃｄｉｕｍ(ＴＴＰ)で６～８時Ⅲ脳韮する。生

じた染落は染色で形態を槻察し，耐塩性その
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他の生化学的性状を調べて同定している。しいてスライド凝集反応およびその後のToxin

かし，抗血清による同定と型別は行なわれてａｓsayによって調べている。大腸菌の産生す

いない。というのは，バングラデシュにおけ為ｅｎｔｅｒｏｔｏｘｉｎにはＳＴとＬＴがあり，ＳＴ

る腸炎ビブリオの血清型別は，わが国のよう．は繭の培養遠沈上清について，chainese

に椛立されていないからである。われわれは，

日本から腸炎ピブリオのＫ抗原型別用血清の

セットを持参して，ＣＲＬで分離された腸炎

ビブリオの血清型を調べたが，ほとんどが型

別不能株であった。このような型別不能株を

15噸持ち帰って，阪大微研の三輪谷教授に

詳細に調べていただくことにしているので，

いずれバングラデシュにおける腸炎ピブリオ

分離菌の血清型別が可能になるものと期待さ

れる。

亦痢繭とサルモネラ菌の分離同定も型通り

の方法で行なわれている。１９７２作７月～

､１９７３作』２月の間に，ＣＲＬにﾕ.５２０人の

赤痢忠者が入院し，その内８７３人がＳ１１．．

ｄｙｓｅｎｔｅｒｙｔｙｐｅｌであった。しかし，

般近では，Ｓｈ・dysenteryは減少してSll

flexneriaeが多数を占めている。

ダッカでも赤痢菌の薬剤耐性が問題となって

いて，最近Ampicillinに対する耐性菌も

出現していると聞く。

病原大腸菌および毒素産生性大腸菌の検査

は先に赤痢菌，サルモネラ菌が検出されなか

った患者について行なわれる。分離培地上の

大鵬繭集藩についてそれぞれの多価血ﾊﾂを川

Ｈａｍｓｔｃｒｏｖｅｒｌａｙにより，又ＳＴはＩｎ－

ｆａｎｔｍｏｕｓｅａｓＳａｙによって行なっている。

ＣＲＬの１９７７年１１月の洲べでは，入院忠

者の２５％から毒素産生性大腸菌が検出され

ている。この内訳はＳＴ産生菌によるものが

１２％，ＬＴ産生菌が３％，ＳＴ，ＬＴの両方

を産生するものが’０％であって，２才以下

の小児に多い。この年令は５～９才までの約

１０倍である。なお，この大腸菌の下痢患者

の他，３８％がビブリオ，赤痢菌による患者

であり，３７％がこれら以外のもので，その

大部分はＲｏｔａｖｉｒｕｓによるものとされてい

る。このＲｏｔａｖｉｒｕｓの診断はＥＬＩＳＡ〔

Ｅ１１ｚｙｍｅｌｉｎｋｅｄｉｍｍｕｎｏｓｏｒｂｅｎｔａｓsay）

法により行なわれている。１９７７年１１月１７

１１～１９７８年３月２１１．１の間にＭａｔｌａｂ病院

で調べた下痢患者の内，RotaviruSによる

忠者１．７０３人中７７１人の４５％である。

患者の年令は１０～１１才をピークに１～２才

以下の児童に集中している。

3．ＣＲＬでの研修を終えて

以上述べたようの，バングラデシュには多

くの感染症や寄生虫をはじめ，人口問題，栄

‘謎IMl剛，蝋塊術生などの1M間が山積し，その

,－１１－
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解決の道ははあかに遠く険しいように思えた｡

われわれがダッカ大雑を訪れた時，微生物学

教室の教授が，旧式の顕微鏡の視野の中に，

２～３コの酵母を見せてくれた。彼が土の中

から苦心して捜し出したビタミン随生批の多

い酵母の一諏だそうで，これで多くのビタミ

ン欠乏児愈をなくそうというのである。この

他，人にI間脳や栄獲問題について，研究の状

況や成果を熱心に説明してくれた。このよう

に，この1.lilの{州蹄た､らが，１Ｍ政|'|り|,N鯛と劣

悪な自然蝋塊の下で，自国の平和と半福を求

めて，そして半間へのひたむきな備熱とをも

って，一つ一つ地道にそれらの問閣を取り組

んでいる湊を凡て感動させられた。

ＣＲＬの活川の一つに研修プログラムがあ

る。バングラデシュの医師，看護婦それに医

療検査技師の学生などが，ここで研修を受け

ていた。戎た海外からの研修生の受け入れも

行なっていて，これ雀でに多くの外国人研修

生が３ケ月～６ケ月の期間で滞在している。

われわれは，いわば日本から初めての研修生

一エ２－

であったわけである。Ｍｏｓｌｅｙ所焚も』

Ａｚｉｚ部長それにＨｕｑ主任も，１０側間の

研修は短かすぎると云っていたし，喪た日本

からの長期滞在研究者も大いに歓迎するとい

うことであった。しかし，今のようなn本か

らの何らの財政的支援なしに，長居はできな

いし，居候はでｇない。ＣＲＬから新しい

ＩＣＤＤＲへの変改を機に，ぜひ日本政府もこ

の委員会のメンバーに参加して欲しいと願っ

ている。Ｉ「ド，九大の武谷救授や防川i大の神

中教授らがI+I心となって，ｌｃｌ〕I)Ｒへの参

加について政府への働きかけに御努力されて

い為。野外研究の材料に醜欠かないこの熱帯

の地で，’1本の研究者たちが胸を限って参加

できる日が実現することを期待してやまない。

われわれが帰国して間もなく，Ｄｒ・Ａｚｉｚ

から，私のＣＲＬについての感想をCRLNe-

wsletterにのせたい旨の下肥のような依噸

が届いた。彼の手紙からも，われわれがCRL

で非龍な歓迎を受けたことが湖妨､りいただける

と思う。下に私の感想文もあわせて記戦じておく。
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ダツ力のコレラ研宛所にて

ダッカから帰ってすでに１ケ月過ぎた｡鴫

の松尾糊が報告を御いで掛けと他促に来るの

だが，別にうまく禅こうとしているわけでも

ないのに策が進まない。そういえば，２～３

年前に同じようなことがあったことを思いだ

した。今’九大産婦人科にいる小野山佳道先

生が当時公衆衛生におられた自見庄三郎先生

と一緒に，フィリッピンへ研修に行かれた時，

小生が自見先生のところへ数度足を連んだこ

とがあった。その時，自見先生が，とにかく

短期間にいろいろな出来事がありすぎたので

喪とまりがつかないと言っておられた。今回，

自分が同じことになって初めて自見先生のお

っしゃったことが実感として感じられた。報

告を急ぐため，とにかく感想を述べることに

する。

昭和５３年８月１７日９時３５分我々は,福

岡空港から出発した。朝下宿を出る時に，時

計を忘れたのをあわやというところで思いだ

し，あわてたこともあったがいざ出発してし

まうとＩ初めての海外旅行ということで，楽

しみが先行し不安>Iiにどはこれつぼっ､らもなか

った。台風のため南西諸島上空を通過し，石

垣や西表島が見えた時は，本当に臓しかったｃ

秤港で２時間程時間があり，早速日本へ葉書

－１６－

Ｍ４松田和久

を出した｡.バンコックには，予定より30分

程遮れて到蒲したが無ﾘ噸舎のＮａｍｉｈｏｔｃｌ

に入った。バンコックは，雨が降っていて道

は水びたしで，ＩⅢＦ１からのことが初めて不安

にたってきた。ホテルの入口では，何人もあ

やしげな客引がいて，無茶苦茶なｎ本語で話

しかけてくる。聞きしに龍さる日本人観光団

のせいであろう。翌1811,現役のキックポク

サーで日本へも行ったことのあるというタク

シーの迎転手が，ホテルへ迎えに来てくれて

空港へ行った。1時間遅れの，,:１０タイ航空

で一蹄ダッカへ向った。さすがにｊここま

でくると日本語を話しているのは我々ぐらい

で，ほとんど褐色の膚をしたインド半島東

西アジアの人らしく，ターバンをしていあ人

もいた。ターバンをしている一行は，面白い

ことに各人，ナショナルのカセットテレコを

手にしていた。

２時間ぐらいで，バングラデシュの大三角

洲が見えてきた，土地という感じはなく，ま

るでぬかる拳である。１２:20に到着，空港に

はＣＲＬから我々 の係をしてくれ為Ｍｒ・ＨＵｑ

が迎えに来てくれていた。来年行く人のため

にt1ドくが，ダッカ空港は，今新しい空港が健

設中であり，ターミナルビルはまだ石垣空港



ぐらいの大匙さである。一番ﾐ注意すべきなの

は通関の時自分の持っている外貨をすべて申

告したければならないことで，しかも申告が

義務づけられているのにもかかわらず3通関の

すふにあり，初めての旅行者は通りすぎてし

まうであろう。外貨の申告をしてない時は，

町で金を交換（ドルからダッカに）すること

も出来ないから注蹴を鴨する。とにかく，空

港からすぐ宿舎のgUesthouseへ行き荷

物をおろし，すぐoEientationが始まった。

ＣＲＬは，ｒｕｎａｌｆｉＣｌｄとしてＭａｔｌａｂ

という所に分院と研究所を持っていて，我々

は，股初の２１:1冊はそこを見学することにな

っていた。盃慨した日に，orientationを

してもらっていたので病釦や患者は，ダッカ

とそう変わらなかったが，ダッカのＣＲＬよ

りもかな、り病棟は汚く感じられた。しかし，

細菌学的，血澗学的検盃などは，ＣＲＬと同

レベルで行なわれており，かなりのいなか町

ということを考えると本当にすばらしく思わ

れた。Ｍａｔｌａｂ支所には』付近唯一のモータ

一ボートを十台近く持っており患者輸送に大

活鍬していた。Ｍａｔｌａｂは，雨期になると道

がユ本しかなく，ぼとんどの家は剛軒ずつ孤

立しているため交通は船によらざるをえない

からである。ここでの僧舎は，ハウスボート

といって，船を改造したものであった。この

ハウスボートは，雨期には水面に浮かび乾期

は土而に底をつけるといった具合で土地をな

るべく使わないように考えられたものだった。

Guestが宿拍するのはその２Ｗrだったため，

我々は，住民から，とりもちで目を固定した

ような視線をじっとりと味わうこととなっ

た。病院の受付は，２４時間体制なので外来

に行く人は皆我々を見ながら歩いているし，

水をくんだり洗澗なしながら我々を見ている。

この様にじっとりした視線を感じたのは生ま

れて初めてであった。同行の糊烏先生は，暑

さと外来の蕊しさで不眠の一夜とたった。我

々は，扇風棲を一晩中回していたのでぐっす

り眠ることができた。何故蝋しいかというと，

Matlabでは肌ほとんどランプの生活をして

いるため，２４時間体制で夜｢A川1噸のついて

いる病院へ集まってくあからである。もし，

ＣＲＬのMatlab支所で夏泊まる時は，注意

されたい。ＣＲＬとＭａｔｌａｂの間は，躯とモ

ーターボートで２時間半ぐらいであぁが，山

３６０.見わたしても全く加い風畿とIlt界の大

河Gangesの下流をモーターボートで渡った

ことは，非常に印象に深い。

３日目からは，ＣＲＬの病桃実習と微生物

学実習を行なった。我々は，毎日，Ｄｒ、Ｅｕ－

ｓｏｆという若い医師について患者を診察した。

ここは，現在コレラだけで瀬く全ての下痢性

疾患を扱っているため赤痢その他の患者も馨れ

れた。輸液を入れる練習や採血までさしてく

,－１７－



れたので非粥に有雌く思った。とにかく，日

本では，ほとんど染為ことのないｓｅｖｅｒｅ

ｄｅｈｙｄｒ融ｔｉｏｎが柿11来為のには鮪ろかされ

た。特記すべ匙はＯｒａｌｆｌｕｉｄという

ＣＲＬ独自の愉液があり，蛎症の下痢患者は

これを与えられて入院することなく家へ帰る

ことである。これは，経口輸液とでも呼ぶく

さもので，下痢蝋者でも棚の存在下に水，佃

解質を吸収出来るということから処方された

もので，コレラ流行時には患者の回転率を高

めるのに非常に有効であると思えた。まだ，

この国では，いかに死亡者を減らすかが最重

要点で，多数の忠者がいるため，保菌者対策

，排菌の有無はあ譜り問題にならない。小生

が，「患者の隔離は，必嬰ないのか？」に近

い幽問をしたところ，「％ぐらいしか思者

から家族へは感染しないのでか左わない。」

一蹴されてしまった。ＣＲＬには,Ｄｒ,力識

名いて，ｔｅａｔｉｍｅには，我々 の下手な英

語にも我慢してくれたのか，日本のことを多

く蘭問された。ｲ:M手は，とにかくゆっくりで

も話してくれるのを待っていてくれるのだが，

何せ我々にはｂａｓｅとなる政治，経済，歴史

公衆衛生に関する知搬の低さがいかんともし

がたいところで，何度も「IdontlmovEjを

くり返すはめになった。ＣＲＬで,良かったと

－１８－

思ったことに，所長のＭｏｓｌｅｙと臨床研

究部長のGreenoughに会って話を出来たこと

があった。所艮は，忙しくてあまり会え瀬か

ったがGreehoughさんとはpartyで２度会

えたし，その温厚な人柄に鑑かれてしまった。

彼の奥さんも美人で非常に感じがよかった。

日本でああいった素晴らしい人物に今まで何

人会えたであろうか。

ＣＲＬは，他の感染症を見ることは出来な

いので，ＣＲＬの人は親切なことに２，３の

病院へ連れていってくれた。そこでは，日本

では見ることの出来ない各壷の感染症（破傷

風，ジフテリア，フィラリア，カラアザール

など）を見ることが出来た。ある病院などは

Ⅲもってくあことを連絡してくれればもっと

珍らしいり'噸も兇せてあげるので来館は迎紺

してくれと言われた。

今こうしてＣＲＬでの研修の感想を思うま

まにiIfさあげたが，自分の記録と感想はたっ

た２週間でノート一冊になっておりきちんと

龍とめて簡庇報倍をしなければならないと思

っている｡こういう素晴らしい経験をさせて

くださつだ熱研，尾前先生，武谷先生，神｢Ｉ.’

先生，それに同行してくださった繍鳥先生に

御礼申し上げ黄す。是ｦ辱隼もこの計画を実

行して下さい‘，



バングラディシュを旅して

８月17日から８月30日まで約２週間バング

ラディシュ，タイを旅行した｡1ｏ日間バング

ラディシュに洲在した。過去に，韓国，ヨー

ロッパ，ソ辿へ旅したことはあったが，東南

アジア方面は，初めての旅であった。ヨーロ

ッパ，ソ連は，観光旅行会社の団体旅行であ

って，各国のいい面ばかりしか見てないから

II々 の人々 の生活を述べることはできないが

韓国への旅行は，ちょっと旨を異にしていた。

というのは，日本ユースホステル協会主仙の

第１回韓国ワークキャンプという企画に参加

したからである。巨済島〔釜山から，船で’

時間くらいの所）の股園に新しくユースホス

テルがで色，その中に日本庭脳をつくろうと

いうものだった。この時は，１週間，郡部で

生活し，洩り１週間でソールなどの都会を見

て回った。もう５年も前のことではあるが：

これと同じような感想を，バングラディシュ

でも，第１に持った。しかし，都市部と郡部

との鹿係は，韓国ほど発達してないし，都市

部の発達もまったく異なる。しかし，儲める

者とそうでないものの差は，同じ感じであるｃ

我々が，バングラディシュを訪れた時期は，

ちょうど雨101であった。ダッカから，他の地

区に行く幹線道路は，土盛りをしレンガを敷

いてその上をアスファルトで被っている。

Ｍ４高松純

両側は，水路の槻になっている。帆の狭い川

は，橘が架けてあるが，広い川は，フェリー

で渡る。

ダッカから，陸行１時間（自動車），水行

５０分（モーターボート）の所にあるＣＲ.Ｌ

のモデルケースの中心地に行った。

写真①は，ゲスト用のポートハウス。この

ボー1,ハウスは，雨期には，水Ｉｍに浮いてい

るが，乾期になれば，底は，地面に付く。す

なわち，ここに1,iLえる水面は，乾ltIには陸地

になるわけである。

、写真②は，ポートハウスから対而の岸を写

したものである。まん中に見え為ポートの先

の所に見える小騒は便所であり，いわゆる水

洗である。写真左手の人家があり，その左手

に渡し舟が見える。そこではｊ朔夕に近くの

人が泳浴し，食器を洗い，飲料水を汲むので

ある。我々が，泊ったボートハウスの汚物は

直接，この水而に入るようになっている。ま

た，垣根の見えるＣＲＬの診療所，病室のあ

る側では，患者さんたちの衣類を洗ったりし

ているのである。

当地の人たちの水に対する感覚は，我々が

水に対して持っている感覚と非陥に異ってい

るのに気づく。我々の見方からすれば，こう

した状況の中で，ひとたび感染舵がおこれば

－１９－



燦発的に流行するのは，うなずける。こう考

えると，疾病に羅患した者の附縦だけではだ

めであり，もっと大さな視野で生活環境改善

や生活指導を行なわねばならない。また，雨

期になれば，川から水が溢れて洪水になるの

があたりまえというのではなく，治水をしっ

かりして，水に支配された生活サイクルを改

めねばならない。

しかし，今，当地に住んでいあ人たちは，

ずっと昔から自然環境にあった生活をしてｇ

ているのである。我々の社会馴境と比べて，

こういう点を改善したらよいから，こうしな

さいといって１莫大な出川と時仙をかけて，

四洋風にしても，だめだと思う。いろんな面

での助言職必要であっても，実際にそこで生

活する人たちが，消化しきった形にしていか

ねばならないと思う。

バングラディシュ１ｏ拍のうち，上述のモ

トロブに１泊，あとはダッカ市内のＣＲＬの

ゲストハウスに拍った･ホテル並の設備があ

り，マネージャーがイギリス人なので，食事

も洋式である。ここに居る時は，一歩出た外

の世界とは，別世界である。我々 が，接触し

たのは，ＣＲＬの関係者，ダッカ大学の栄養

学講座の人たち，小児病院のドクターなど，

英語を充分に使える人たちばかりであぁ。教

育を受け，自分の分野に専心している人たち

に，日本では感じられないい§ご蝋を感

じた。ＣＲＬの例をとって染ても，活励資金

のほとんどが外国からの援助であるが，各部

分のテーワは，バングラディシュの人たちで

ある。外国から，各部門に研究者が，多数参

加して，いろんな研究をしている。日本人の

姿は，まったく見ない。ＣＲＬの援助の80％

は，アメリカからである。資金援助もさるこ

とながら，人的にも，ジヨンスホプキンス大

の教授が２名もさている。それに一時的な援

助でなく，アメリカから来ている人たちも何

年間も住んで研究をやり，当地の人の教育を

行っている。日本から来る人はいても‘長く

て数ケ月だそうでああ。貸金援助は，皆無。

いろいろな人たちと接触して感じることは，

日本への期待が火遭いことである。同じアジ

アの国々の巾で，西欧諸国と看を並べて活

動している日本への期待である。‘

郡部の方へ車ででかげた時，日本の援助で

つくられた橋を通った。りっぱな橋であった。

その橘をわたる手IiiIの道端の空地には，建設

中に使用したと思われる極々の機械，工具が

雨ざらしのまま置いてあったｃ

ここに，日本の援助のあり方を考えさせら

れる。金銭而の援助，物資の援助，又一時的

な人材派巡を行うものの，長期的な展望，長

期的な人的交流，当地の人たちの技術教育と

いった而が欠けていると思う。

今回のバングラディシュへの旅行は，初回

－２０－
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であったこと，短期間であったことなどで，し，テーマ寺持って行ったら，充実した活勤

各方而の人々に会うことに終始した感じだっがでさると思う。

た。我々のサークルは，あく玄で学生中心の今は，小さな交流であっても，徐々にこの

活動を旨としているから，活動は限られるか・交流が拡大し，充実していくことを希望する。

霧pql慧謬

－２１－

Mntlabのハウスボート，この２階に我々は宿泊した。乾期はとの水面が家<なり

ハウスボートの底は地而につく。．



若い 国 Ｂａｎｇｌａｄｅｓｈ

我が国では，インド・パキスタン･バング

ラデシュの一補をインド半島と呼んでいるが，

住民は亜大陸という呼び方をしている。

インド亜大陸は，その呼び名にふさわしく面

積は広大で，423万K＃，約7億の住民がい

る。

インド亜大陸には，ヒンドゥー教徒・回教

徒が多い。ヒンドゥー数は，ＢＣ１５００年頃，

アーリア人が侵入した時に持ち込んだ民間信

仰である。バラモン教から派生したもので，

多神教、偶像崇拝をする。回教徒は，８Ｃ項

から侵入をくり返してきたもので,１２Ｃ末よ

りムガール王朝が亡びる18Ｃ龍でインド亜大

陸を大部分支配した。アラーの神の承の一神

教で，偶像蝶拝はない。また，ヒンドゥー教

のような生まれながら肌定されたカースト（

階級）がないので，カーストを脱するため,

カーストの低いものが回教徒へ転向したとい

われる。ヒンドゥ教徒は，牛は神の化身とし

て食べず，豚を食べる。それに反し回教徒は，

牛肉を食べ，豚は不浄のものとして食べないｃ

ムガール王朝の米期，英国は，仏の勢力を

1757年プラッシーの戦で駆逐し，インド:値

民地支配を本格的にする。英国の支配中に，

セポイの反乱(1857～58）で一時的抵抗を示

Ｍ４松田和久

したこともあったが，１９Ｃ末～２０Ｃに民族

主義の昂揚する戎で英国より独立すあことは

出来なかった。英国からのインド・パキスタ

ン独立の際は，ヒンドゥーとムスリム（回教

徒）が伽突し，「カルカッタの殺敏(1946）

がおこり，１５万の難民，死者１万５千とい

う職性をだした。翌1947年に，インドとパ

キスタンは分離独立したが，前年の殺識の恐

怖よりヒンドゥーはインドへ，ムスリムはパ

キスタンへと大移動がおこり，1400万の難

民，５０万の死者を出すこととなった。パキ

スタン建国の父アリ・ジンナーは，ヒンドゥ

ーとムスリムは別々の国家を形成すべきであ

ると主張し，インドと分離独立したが，ム

スリムを唯一の紳として1600K,,,も離れた

東四パキスタンを結びつけてしまった。

Bangladesh(＝東パキスタン）の悲劇

は，ここに始龍ったといわれる。産業資本家

・官恢・地主・軍の基地などは，西に多く，

首都もＩ)|jのカラチとなった。そのため，火は

原料生産，西ほそれを加工し東へ売りつける

といった植民地経済で，東から象ると英から

西パキスタンへ主人がかわったにすぎなかっ

た。１０年間の開発投資も７７：２３％と常に

東はあとまわしにされ，－人当り国民所得は

－２２－



４９２：３０８ルピー（１９７０年）と西の６０％

しか永く差も増すばかりであった。西と束は

主要人匝も，公用語も異なっており，東の政

治団体アワミ連盟のラーマン総裁は，1960年

代より噸の自治要求方してさた。１９７０年，

２度のサイクロン襲来に対するヤヒヤ大統領

以下西の指導者の東無視ということから，東

の反政府，反西感情は急に強くなり，その年

の選挙は，アワミ連盟の勝利となった。しか

し，ヤヒヤ火統傾は，アワミ巡IHIによる束の

統治を認めず‘軍隊による武力弾圧を行なっ

た。ここに，ベンガル人300万人が殺され，

２０万人の女性が難行され（ラーマン首相発

表），１０００万の難民がインドへ流れ込む

〔インド側発表），BangladGsl,の悲劇が

始茨った（１９７１年３月２５日）。インドは，

その頃ガンジンの国民会議派が優勢で，アワ

ミ迎州がインドに友好的だったことから東を

支持し，インド・パキスタン戦争が始まる。

１９７１年１２月１６日パキスタン軍は，無

条件降伏。翌１月，西へ捕えられ死刑寸前寮

で追い込まれたラーマン総裁は，東へ帰り首

ｲ;'1となお。’1本は，２月にはBaI1Iｲｌａｄｅｓｈ

を承認している。ちな染に，今九大医学部の

生化学教室へ留学してきたナピさんの御主人

は，インドへ避難せず，最後までBangladesI，

内で戦った醐者だそうである。

BiM1glndcshとして独立した後も,伝染病の

流行・磯継・失業・インフレなどで経済・政

治とも破綻状態となった。また，インド領ピ

ハールにいたウルドゥー語を話す回教徒で西

に協力したいわゆるピハールに対する東の報

復という悲惨な耶件もおこった。１９７５年

ラーマン首相暗殺後，クーデターにより現体

制となっている。

Bangladeshは，Bangla（＝ベンガル）

＋ｄｅｓｈ（＝国・土地）という意味である。

Ganges，BrahmaI〕utrn両大河のなす大三角

洲が圃土の大部分を占めている。人口約８０００

万人,面積,44000暗〔日本300輪)と
密度の非常に高いところである。その９０％が

回教徒で，’０％の巾にはヒンドゥー，仏教

徒などがいる。人口密度は商いが，都市人口

はわずか８％と大部分が全国土に分布してい

るのは特異である。多雨多湿の亜熱帯モンス

ーン無候で３～１０月は雨101と呼ばれ，平均

蹴淵３２°Ｃ，平均湿度９０％以上と非常に蒸

し料いが，’’月～２月は乾期と呼ばれ，気

温，湿度共に下がり，しのぎやすい時期であ

る。雨期には，国土のほとんどが大三角州と

いうこともあって，その３１Ｗが水而~ドになる

そうである｡出生率4％000,死亡率'％00ｃ

乳児死亡率'1％Coo，識字率２０％（文盲

率８０％），女性の平均結婚年令１４才，平

均寿命４８才などという数字があげられるの

は，龍さに〔ｌｃｖｅｌｏｌ》ｉｎｇｃｏｕｎｌｒｙならで

－２３－



はの感がある。文盲率８０％ということから，

選挙時は各政党の印（船その他）の紙を投票

するのである。対日感慨は，非粥によい所で！

－２４－

猫々も日本に対する期待が大違いことを十分

膚で感じさせられた。



対馬における肺吸虫の調査

モクズガニにおけるウエステルマン

肺吸虫の感染状況

緒言

ウエステルマン肺吸虫Paragonimuswes-

termaniは，日本・朝鮮・台湾・フィリピン・

中国・インドシナ・マレー・タイなどに濃厚

に分布している。1.1本では北海逆と火北jlll万

の一部を除き，全国的に分布が広く承られる。

第一中間宿はカワニナで，第二中間宿主

は淡水産のカニであるサワガニ，モクズガニ

である。アメリカザリガニも第二中間宿主に‐

なりうる。

終宿主となりうるのはヒトのほかイヌ・ネ

コなどである。人体への感染はモクズガニよ

りの感染が主役を占めていぉ。本邦では，モ

クズガニをカニ汁などにして食べ為隙の料理

中に生きたmetaCercariaがカニ体内からこ

ぼれて，マナ板・包丁・手指について，知ら

ず知らず経口摂取される。小児のカニ遊びに

よることも多い。

Ｍ２山野龍文

指導波部正久

（冊火・寄生虫〕

ウエステルマン肺吸虫が終縮主の肺に寄生

すると血痕・曜血を主訴とする。し線上から

も肺結核と極めて酷似した病変を呈する。従

って肺結核とあや寵られ，長年にわたり化学

縦法や時にはIlli切除聯の不必撰な治縦の加え

られた例も稀ではない。又，肺以外の脳．肝

、腎・腹壁．皮下●眼簡等にも異所寄生をお

こすｂ特に，脳肺吸虫症においてはその予後

は極めて不良である。

対馬においては過去，長崎大学の木村主生

（１９６１）によって肺吸虫通の調査が行なわ

れ，モクズガニのウエステルマン肺吸虫の感

染も濃厚でああことが明らかにされている。

しかし，その後１５縮以上も対馬では洲査が

全くされていないので，今回我々は対馬での

感染状況がどのようになっているか調べるこ

とiこした。

二 一 Ｚ ラー
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調査方法

今回私は福岡大学医学部寄生虫学教篭の波

部重久氏に随行して，昭和５３年１０月１３１１

より２０日までの間に対馬でのモクズガニの

肺吸虫メタセルカリアのり雛を行った。凋斑

場所を対馬の河川１９ケ所とし，それぞれの

場所でモクズガニの雌雄別と甲殻の最大縦脳

径を調べた後，左右両側のにあるメタセル

カリアの有無を調べた。メタセルカリアを保

有しているものはその個数も柵べたｂ

モクズガユのメタセルカリア保有状況

対馬の上脇・下協あわせて４７１匹のモク

ガニを調べたが，そのうち４'､４％にあた為

１９５匹がメタセルカリアを保有していたｃ

陽性のカニ一匹あたりのメタセルカリァ平均

寄生数は２０．９個であった。

表１によると，寄生カニ数の割合も陽性の

カニ－匹あたりのメタセルカリア平均寄生数

も下胤の方が商かつた。特に，寄生カニ数の

捌合は上島力告強なのに対し,下島憾令強も

あった。

河川別に染ると，寄生カニ数の割合が最も

高いのは阿須川の１００．０％，次いで浅藻川

（855％)洲藻川〔80.6％),仁田川（８０．０％）

仁田ノ内川（67.9％)とつづく｡陽性のカニ－

匹あたりのメタセルカリア平均寄生数の多い

河川は，仁田ノ内川〔51.3個），阿連川

（37.1個)，舟志川〔34.8個)である。その

結果，寄生率の商い河川が寄生カニ一匹あた

りの平均メタセルカリア数も多いという相関

は必ずしもないと自・える。

一宗２７－
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表１河川別にみたメタセルカリア寄生率及び寄生数
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雌は43.6％，２３０個となり共に雌の方が商

かつた。

といえる。また，陽性カニ－匹あたりのメタ

セルカリア平均密生数は，カニの甲殻が大さ

いものほど多くなっている。特に，７０‘1”

以上のものでは56.？個であった。

表２人ささ別にぷたメタセルカリア帝生率及び帝/1菖数

次に，カニの大きさとメタセルカリア寄生

率の関係を単ると，50.1～70.0”のものに

は半数以上が寄生している。30.0刷凧以下及

び70.1廓孤以上のものになると寄生率は低い

さらに，471匹のカニについて雌雄別に寄

生率およびメタセルカリア平均謝生数を比較

して染ると，雄は38.0％，エ9.3個に対し，

表３雌雄別にみたメタセルカリア寄生率及び寄生数

一男卜

雌雄別

８

９

鯛査カニ数

２３７

２３４

寄生カニ数”

９０（38.0％）

１０２〔４３．６％）

平 均 寄 生 数

１９．３

２３．０

甲殻の峨従

30.0唾以下

３０．１～４０．０

４０．１～５０．０

５０．１～６０．０

６０，１～７０‘０

７０．１ｍｍ以上

計

調在カニ数

１７

１４２

１３１

１１７

５２

１２

４７１

寄生カニ数

３〔１７．６％）

４７（３３‘1％）

５０〔38.2％）

6４（54.7％）

2８（５３．８％）

３（２５．０％）

１９５（41.4％）

陽性カニ－匹あたりの
メタセルカリア数

２７
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５６，７
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０

ウエステルマンlili吸虫の浸淫度は現在低く食用していぁ人は非粥に少いそうであ為。従

なっていると考えられているそうだが，今回ってヒトの肺吸虫症も少いであろうと考えら

我々 が行なったモクズガニにおける寄生率は．れる。それなのに，モクズガニにおける寄生

本村〔ユ９６ユ）の１９５９年～１９６１作に3帖け率及び平均メタセルカリア数が上昇している

る調査で明らかにされた寄生率に比較す為とのは迩外なことであった。これは，終僧主と

非常に高くなっている。同様に平均メタセルしてヒト以外に有力なものがあると考えられ

カリア数も高くなっている。る。対馬にはヤマネコが生息しているとのこ

環在，対馬ではモクズガニが肺吸虫症の感とであるが，このヤマネコが終宿主ではある

染源であるということがよく宣伝されていてまいか．と推衆される。

0

０

考察

０ 、 ０

表４本村（１９６１）と今回の洲盃との比蚊

。-５１－

上 脇

舟志川

佐 繊川

仁 田川

三根川

佐 賀川

吉 田川

平均

下１Ｍリ

阿連川

上槻 川

久根 川

浅藻川

内院川

久 和川

平均

寄生率

１９５９～６１年

４２．９％

０
８
３
８
０
４

０
尻
６
２
９

４
１

１９５９～６１年

87.0妬

５７．１

７０．０

８０．０

5.4

３０‘８

１９７８年

５４．５％

３５．５

８０．０

６１．１

０

６５‘４

３５．６

１９７８年

４２１％

５０．０

８８．５

３８．７

５１．４

陽性カニ一匹あたりの平均
メタセルカリア数

１９５９～６１年

a７個

０
０
３
５

２
Ｌ
Ｌ
２

２０

1959～61年

20.8個

２８．０

１７．９

１５．７

３．０

０

１６．３

1978年

34.8冊

１４．０

１７．８

５
０
２

９
ａ
１９．８

1978年

3Ｚ１個

8.8

２７．５

３．６

２２．３



今回ｊ私達はモクズガニのメタセルカリアたいと思っている。

倹索にとど室ったが，これだけの寄生率を得稲を終るにのぞ象，伽指導を賜り，資料を

たのであるから，ぜひ機会があればヒトの皮提供してくださった波部先生に心からの感謝

内反応や糞便及び嬉疲の虫卵淡索をやって染の意を捧げ蓑司りも

文献）

水村主ノヒ（１９６１） 肺吸虫症に関する研究

１．長崎県における肺吸虫症の分布

長崎大学風士病紀要３．４．２９９～310

－ろクー



対馬での肺吸虫調査を終えて

私は１０月１３日より２０日にかけて波部先

生と共に対馬に渡り，肺吸虫の調張なし寵し

た。第二中間宿主のモクズガニを取り，その

エラにウエステルマンllIii吸虫のメタセルカリ

アが含まれているかどうかを洲べ，その感染

度を調べるのが目的でした。私達は81.1間で

４７１匹のカニをとらえ，そのうち４Ｍ％に

あたる１９５匹がメタセルカリアを保有して

いるのを知りました。本村〔１９６１）の調査

よりももっと感染度が間くなっているこの砺

実に，波部先生も私も大いに驚きました。

私逮の洲査は一応の納果を得為ことができ

満足しています弓。あとはさらにこの紬果をふ

まえて，人体への感染状況を調べる必要があ

るのではと思っています。ところで，対馬で

はモクズガニを食用にしているのは般近では

殆ど全くないそうで灸これは役場の衛生課

がモクズガニによるlIii吸虫症感染の危険を広

く宣伝したからだそうですｂそうすると有力

な終憎主がヒトであるという可能性が低くな

ってき灸波部先生は対馬の山奥に生息し

ていあヤマネコが終循主ではと考えられてい

寵す。この終宿主をつさとめるのも今後の課

題で炎

砺題は変わり寵すが，対馬を肪れたのは私

Ｍ２山野龍文

にとって最初のことでした。私は壱岐にも行

ったことがあり寵せんので，ちょっとウキウ

キした気持で博多の築港フェリー乗場を出発

しました。しかし，あいにくのシケで船は縦

、棚．斜必と掘れつづけ’船埴の窓に波しぶ

きがあがり，ほうほうのていで対馬の厳原に

たどりつきました。本当に今詣で私が経験し

た中で一番激しい船揺れでした。

対馬での８日間はハードな毎日でした。私

はカニなどすぐ収れるだろうとタカをくくっ

ていたのですが，実際には中々取れませんで

した。昔はカニもたくさんいたそうですが’

今はめっきり少なくなってきているそうです。

昼間，石をひっくり返し手でさぐり寄せて取

っても中々思うようにいかず,それではと円

が暮れるまで待って夜懐中電灯で照らしなが

ら穴より出てさたカニをつかまえる日もあり

ました。冷たい水に膝までつかりながらカニ

をつかまえましたが，私達にとって幸運だっ

たのは毎日よくIIiIfれていて月明りの中で仕ﾘ『

をすることがでｇたことでした。それに，澄

んだ夜空にちりばめられた星も本当に美しい

ものでした。あんなに美しい星空は初めての

経験でした｡

「きついなあ。」「あ～あ’疲れた。」と

向ﾐﾖ幸



すぐに言う私にくらべて，波部先生は黙々と

仕耶をされ，水哨に感心しました｡先生はウ

エステルマン肺吸虫とつきあってもう１０年に

なるそうですが，カニ取りも手慣れたもので

した。先生の後盗に私は学問一筋の純粋な学

一ろ４－

究の光を感じました。

この８日間は私にとってきつい毎日でした

が！とてもよく勉強にもなりました。学問と

は地味で一つ一つの積詮竃ねであると改めて

知った今回の洲迩でした瞳
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九州大学医学部熱帯医学‘研究会会則

１．名称本会は九州大学医学部熱帯医学研究会と称す。

ＴｒｏｐｉｃａｌＭｅｄｉｃｉｎｅＳｏｃｉｅｔｙｏｆＫｙｕｓｈｕＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

（略称ＴＭＳ）

１目的

１，Ｅ業

１会員

１役員

１委員会

１総会

１会計

１本部

１会頚

１施行

本会は熱帯医学の研究，海外への調査団派遣，各国との学術交流等により医学

の発展に寄与し人類への貢献を目的とする。

本会の事業は,(1)学術洲査隊派遣（２）熱帯医学の研究（ゼミ等）とする。

本会の会員は，正会員及び賛助会員をもって椴成する。

但し，正会員とは九大医学部学生，九大医学部峨貝，及び本会の特に認めたも

のをいい賛助会側とは本会の辿旨に賛同し定期的に会撹を支払う者又は剛体を

いう。

本会は，会長１名，顧問若干名をおき学生会員の互選により次の役員を決定す

る。任期は１年とする。但し唾任は妨げない。

総務１名副総務１名

会計１，名書記１名

本会の委員会は，上記学生役員4名と学生外会員のうち３名をもって柵成する。

学生外会員のうち３名は互選にする。

委員会は，総務が召集し会の迎営をはかる。

本会は年２回の総会巻もち，なお総務が必典と認めた場合，臨時に総会をもつ

ことができる。

本会は入会金，会費，その他によって迎営され．会計報告は年度末に行う。

会計年度は４月より翌年３月までとする。

:本会は，九州大学医学部公衆衛生学教室に本部を置く。

附則

本会は，本会辿営のため漣入会金及び会饗を徴収する。

正会員入会金２００円

会蜜（年額）１，２０ ０円

賛助会員１口（年額）１０，０００円

この会則は，昭和４０年１月３０日から施行するものとする。

－５８ －
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(沖縄那綱市開業医）

(沖縄那淵市開業医）

(沖縄那澗市開業医）

(沖縄石蝋I|了IⅢl業医）

(九大医療短大部）

(九大歯学部保存学助手）

(九大歯学部保存学助手）

(九大歯学部予防歯科学助手）

（福大寄生虫学講師）

（医療短期大学助教授）

’
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ＯＢ会員

克尚〔九大眼科）

個貴〔福大精神科）

間歩（九大第二外科）

満（飯塚病院整形外科）

竹夫

偲民（九大眼科）

仙消〔九大公衆衛生学）

九竜（九大脳神経外科）

三盤（国立南補岡病院小児科）

喜一郎〔長野県佐久総合病院）

大 西 克 尚 〔九大眼科）

坂口個貴〔福大精神科）

白１１間歩（九大第二外科）

竹下満（飯塚病院整形外科』

西平竹夫

野村偲民（九大眼科）

吉村仙清〔九大公衆衛生学）

鄭九竜（九大脳神経外科）

西川三盤（国立南補岡病院小ﾘｉ

渡辺轡一郎〔長野県佐久総合病ｌｊｉ

川野傭二〔杏林大学）

木戸珊彦（九大第二内科）

野田芳隆〔九大第三内科）

福重淳一郎〔九大小児科）

石原Ｈ滴（沖抑中部病院内科）

瀬々 頚（九大心臓外科）

玉田陸一郎（九大第二外科）

岩城鯖〔九大第二外科）

朝隈真一郎〔九大耳鼻咽喉科）

素慣彦（九大麻酔科）

巾川良一（久留米薬理）

信友浩一（近畿中央病院）

中村征夫（九大麻酔科）

巾牟州‘城一（九大秘尿器科）
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松永政

福島蝋

吉 田

江頭啓

今 泉

礁野久

中胤

稲葉頒

価．村

隈卿

古野純

吉利用

安藤文

松井敏

兇明俊

愉度

吉田光

石田照

北野正

小野山佳

宇野久

楢林英

下 村

荒瀬ＩＩＴ

幸〔九大脳神経外科）

正（東京医歯火外科）

格（九大病理学）

介（九大第一外科）

勉（九大第一内科）

法（九大小児科）

格（九大耳鼻咽Ｉ僻}）

－〔九大麻ドﾙ科）

伽（九大鋪二外科）

政（九大第二外科）

典（九大公衆衛生学）

和（九大心臓外科）

英(九大第三内科）

幸（九大第二内科）

治（九大細噸学）

嬢〔九大第三内科）

男（ブ味整形外科）

催（九大第二外科）

剛（九大第二外科）

道（九大産附人科）

光（力､k踊一内科）

幽（九大術蝋器内科）

学（九大IWi神科）

一（九大館一円科）



熱帯医学研究会の足跡（過去の調査報告書内容）

１９８５年度夏期奄美大島調査報告書

１．奄美の概観（特に医療・術生面について）

２．奄美大島におけるネズミの体内寄生虫について

３．奄美の疾患について（一般入院患者について。奄美大島に詩ける結核実

態調査。名瀬市と福岡市との赤痢の疫学的比較）

４．奄美大島近海海産類の寄生虫調査

５．南海諸島のハンセン氏病について

６．糸状虫症の皮内反応に関する研究

７．奄美大島の食生活の実態

１９６６年度夏期八重山群島調査報告書

１．沖縄のハンセン氏病

２．沖縄の結核

３．与那幽島におけるAngiostrongyluscantonensis

４．八重山群島の学童の体位

５．九州大学マレー半島学術調査隊行動記録

６．奄美脇の食生活の実態

１９６７年度沖細学術調査診療団報告書

１．診縦報告（内科・小児科・皮膚科・肝臓大について。先天性風診症候群

について）

２．石垣鳥住民の日本脳炎ウイルスに対する抗体保有調

３．レプトスピラおよびリケッチアに関する研究

４．伊原間部藩の健康・栄養調査

１９６８年度沖細学術調査診療団報告書

１．診療報告（内科・小児科・耳鼻lllll喉科・眼科）

２．石垣島住民の日本脳炎ウイルスに対する抗体保有調査（続）
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伊原間における母子衛生および環境調査

石垣烏への肺吸虫洲査

南洋カロリン群島イフアルク環礁に旅して

１９６９年度沖縄学術調査診療団報告書

１．診療報告（内科・小児科・眼科）

２．西表西部地区における歯科疫学的調査

３．祖税地区における貧血を対象とした血液像

４．祖税地区における栄養学的調査

５．竹富町の福祉と民生

６．沖縄の医縦保険制度

１９７０年度沖綴学術調査診療団報告書

１．診療報告（内科・小児科・眼科）

２．西表西部地区における歯科疫学的調査（続）

３．西表西部地区における生理的血液値

４．沖縄八重山群島西表島における腸管寄生需虫類の調査

５．西表島西部祖納地区における寄生虫卵保有者の好酸球値

６．沖縄八重山群島西表島西部住民にみられた肝腫大について

７．西表島西部地区における循環器疾環器疾患に関する報告

８．祖納地区における学童学的調査

１９７１年度沖純学術調査診療団報告書

１．内科学的診療調査（一般診療と健康台帳の作製を行表い、

祉に貢献すると共に、肝腫大の調査）

２．歯科学的診療調査

３．公衆衛生学的調査

地区住民の福

－４胃一

レプトスピラおよびリケッアに関する研究(続）

沖縄地方における先天性風診の追跡研究

沖縄・八重山群島・黒島における乳児死亡及び分娩状況について



１９７２年度沖縄学術調査診療団報告書

１．寄生虫浸淫状態の調査

２．貧困に関する調査

３．Ａｕ抗体の調査

栄養学的調査並びに栄養指導

寄生虫浸淫状態の調査

トキソプラズマ症の調査

住民の衛生知識の普及

台湾におけるＡｕ抗原の疫学調査
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１９７３年度沖細学術調査診療団報告書

１．沖縄県与那国町における高血圧検診

２．東南アジア班（フィリピンとタイ）

３．燕美班（ハンセン氏病とフィラリア症について）

１９７４年度沖細学術調査診療団報告書

１．沖縄県与那国町における高血圧検診

２．沖縄県与那国町の死亡

３．沖’１県与那国町の軽血管性障害発作を起と

て

４．沖縄県与那国町の肝腫について

５．頚腕痛症、腰痛症などの症例について

６．東南アジア班（フィリピンとマレーシア）

したと考えられる症例につい

１９７５年度沖細学術調査診療団報告書

１．沖縄県与那国町における高血圧検診

、２．血液生化学的検査と血清学的検査の２，３について

３．与那国町における高血圧者の予後について

４．東南アジア班報告（フィリピン）
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あとがき

Ｍ３松尾圭介

九州大学医学部熱帯医学研究会の今年度の活動であった、ダッカコレラ研

究所への研修生の派遣、対馬での寄生虫学的調査の結果をここに発表し注し

た。当会では昭和５３年度の活動の一環として、昭和５４年３月に奄美大島に

て、噸病、フィラリア症の研修も計画しております。

岐近のﾉL大・熱研は部貝数が１０名で大規棋な活動こそ行敢うととはでき

室せんが、たとえ小人数でも地道に毎年活動を続けてゆけば、いつかは満足

な結果を得る頭と信じています。

又、時代の流れ、医学の進歩に従い我々の活動も内容をエリ充実させ、範

囲を拡大させようと部員１人１人が頑張っていゐ次第であり古す。

最後に熱研を代表して、今回の調査活動にあたり、学内・外の関係者各位

の暖かい御支援、御協力に心より感謝致します。
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